






















































































































あり、国内での ES 細胞の作成が胚保護法に抵触するドイツでは、2002 年に幹細胞法が制
定された。それは ES 細胞の輸入に対して、2002 年 1 月 1 日より前に樹立され保存された
ものに限定するという条件を課するものであった 4。 
ところで、幹細胞に関する議論が活発になされていた 2001 年、イスラエルからの ES
細胞の輸入を目的に当時ノルトライン・ヴェストファーレン州の首相だったヴォルフガン
グ・クレメントが突然ハイファ大学に J・イツコヴィッツ（現イスラエル工科大学幹細胞
研究センター教授）を訪問して物議をかもしたことがある 5。イツコヴィッツは 1998 年
に世界で初めてヒト由来の ES 細胞の作成に成功したジェームス・トムソン博士（ウィス
コンシン州立大学）の研究グループの一員でもある。このイスラエルにおける生政治を医
療ジャーナリストである M・ケラーがかなり詳細に報告しているが（Die Zeit, 2007.09.06）、
そこにはバイオ技術の利用に対して依然として保守的なドイツとは好対照の実情が記され
ている。イスラエルは我々の未来を映し出しているのだろうか。「全てはうまくいく？」
（Alles, was geht?）と題されたこのレポートを紹介したい。 
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